
 
 

平成 18年 2月 11日 
 
練馬区長  
志村 豊志郎 様 

 
（仮称）練馬区立東大泉第三保育園 
運営業務委託事業者選定会議会長 

健康福祉事業本部長 髙橋 覺 
 
 
（仮称）練馬区立東大泉第三保育園運営業務委託事業者選定について（報告） 
 
 
（仮称）練馬区立東大泉第三保育園の運営業務委託事業者を下記のとおり 
選定しましたので報告します。 
  
 

記 
 
１．（仮称）練馬区立東大泉第三保育園運営業務委託事業者 
   社会福祉法人 入間福祉会 
    埼玉県入間市扇台四丁目５番１９号 
    法人設立 昭和５４年１２月２７日 
    理事長  野口 正男 
 
 
 
 
 
 
 
 



[選定の経過]  

 
（仮称）練馬区立東大泉第三保育園運営業務委託事業者選定会議（以下「選定 
会議」という。）は、平成 18年 1月 18日に第 1回を開催し、応募事業者の園長 
候補者等に対するヒアリングを経て、2月 11日の選定に至るまで、計３回の会 
議を行った。 
 
１．第 1回目の選定会議では、「選定方針」の確認、ならびに、応募事業者のヒ
アリング（4事業者）を行った。 
（１）「選定方針」の主な確認事項 
① 平成 17年度に委託事業者選定を実施した光が丘第八保育園、向山保育
園および石神井町つつじ保育園に応募があった事業者については、現地

調査を改めて実施しない。上記園の選定会議において実施した現地調査

部会報告を本「選定会議」の現地調査部会報告とする。 
② 最終的な事業者の選定は、「A 提案書等による審査」、「B 現地調 
査による審査」および「C 園長候補者ヒアリング等による審査」の評点
結果、ならびに区立保育園の運営業務委託事業者としてふさわしいかの

観点から、選定委員の合議により決定する。 
（２）応募事業者のヒアリング（№1） 

今回、応募のあった 8事業者のうち 4事業者について園長候補者等に対 
するヒアリングを実施した。事業者が予定している園長候補者に対し、保

育理念、運営方針、練馬区立保育園の保育継承、障害児保育、危機管理、

地域支援、職員の育成等についてそれぞれの考えを選定会議委員がヒアリ

ングを行った。 
 
２．第 2回目の選定会議では、「現地調査部会」の調査報告、ならびに、応募事
業者の残りに対するヒアリングを行った。 
（１）「現地調査部会」の調査報告 

事務局から、今回初めて応募した事業者の現地調査部会報告があった。

今回の「現地調査部会」は、これまでと同様、応募事業者の運営する保育

施設を実地に調査するため選定会議の下に設置したもので、民間調査機関、

区立保育園園長経験者、区内私立保育園園長等、保育課栄養指導主査で構

成された。 
 
 



（２）応募事業者のヒアリング（№2） 
第 1 回目でヒアリングを行った残りの事業者に対する園長候補者ヒアリ
ングを、第 2回目選定会議の直前に 1事業者が応募を辞退したため、3事業
者に対して行った。 

 
３．第 3回目の選定会議では、公認会計士による応募事業者の経営診断結果の 
報告を事務局から受けた後、各委員の評点結果にもとづき委託事業者の選定 
を行った。 
  評点結果では、第 1位は社会福祉法人入間福祉会であり、第 2位以下と大 
きく評点の差が開いた。その上で、入間福祉会の受託適格について、総合的 
な観点から議論を行った。 
  一部選定委員より、書類審査やヒアリングなどから、入間福祉会の職員確 
保について不安がある旨の懸念が表明された。しかし、入間福祉会は地理的 
に練馬区に近く、区の指導に基づく法人本部のサポートにより、対応が可能

であると判断されること、また、現地調査部会の評価が押しなべて高く、 
保育内容に優れていることから、議論の結果、選定会議として入間福祉会を

委託事業者として選定すべきであるとの結論に至った。 
 
 
 〔社会福祉法人入間福祉会〕 

  社会福祉法人入間福祉会は昭和 54年 12月に設立が認可され、翌年 4月に 
は、おおぎ保育園（定員 90名）を開設した保育所保育事業から事業開始した 
社会福祉法人である。また、昭和 57年には、おおぎ第二保育園（開設当初は 
定員 30名、平成 17年 4月定員 60名に変更）を開設した。その後、デイサー 
ビスセンター、在宅介護支援センター、ホームヘルプサービス等在宅老人福 
祉事業を順次開始し、平成16年には、特別養護老人ホーム開設に至っている。 
  両保育園とも乳児保育（おおぎ保育園は、4か月児から、おおぎ第二保育園 
は生後 43日から）を実施し、また延長保育および地域子育て支援センター事 
業、世代間交流事業等地域活動事業を実施している。さらにおおぎ第二保育 
園では一時保育事業を実施している。 
 

 
  

 



仮称東大泉第三保育園

番号 種別 事業者名
1 社会福祉法人 入間福祉会 6,481 1
2 株式会社 サクセスアカデミー 5,779 4
3 社会福祉法人 清心福祉会 5,723 5
4 株式会社 パソナフォスター 6,035 3
5 株式会社 プロケア 6,068 2
6 社会福祉法人 南流山福祉会 4,899 6
7 社会福祉法人 ゆたか会 3,971 7

（ｱｲｳｴｵ順）
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（仮称）練馬区立東大泉第三保育園 
運営業務委託事業者選定会議 

１ 委員 
大妻女子大学教授    大場 幸夫 
 東洋英和女学院大学教授 大嶋 恭二 
 健康福祉事業本部長   髙橋  覺  会長 
 企画部長        村松  昭  副会長 
 総務部長        藤田  尚 
 保健福祉部長      犬塚  隆 
 児童青少年部長     河口  浩 
 
２ 選定会議の経過 
  第１回選定会議 平成 18年 1月 18日（水） 
  第 2回選定会議 平成 18年 2月 2日(木) 
  第 3回選定会議 平成 18年 2月 11日(土) 
 
 
 


